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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

0 10 4 1 2 9

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

金子　修・教授 評議員、理事 日本寄生虫学会

金子　修・教授 編集委員 学術誌Tropical Medicine and Health

成瀬妙子・助教
評議員、副理事長、将来構想委員長、編集
委員

日本組織適合性学会

金子　修・教授 編集委員 学術誌Parasitology International

金子　修・教授 評議員、監事 日本熱帯医学会

金子　修・教授 編集委員 学術誌PLOS ONE

金子　修・教授

【文科省】研究開発施設共用等
促進費補助金
補助事業名：ナショナルバイオ
リソースプロジェクト
プログラム名：中核拠点整備プ
ログラム

代表
病原真核微生物の収集、保存、提供体制の整
備
（病原原虫の収集、保存、提供）

金子　修・教授
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

代表
中部アフリカにおける熱帯熱マラリアのアル
テミシニン耐性分子機序の解明

馬場みなみ・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
マラリア原虫スポロゾイトの哺乳類への伝播
におけるRON4の作用機序の解明

金子　修・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)
マラリア原虫の赤血球侵入における分子分泌
調節機構の解明

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

金子　修・教授
Global Health Innovative 
Technology Fund

代表
Towards the rapid diagnosis of malaria 
hypnozoite infection: feasibility studies

成瀬妙子・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
血液型物質グライコフォリンの遺伝子多型は
マラリアの赤血球侵入に影響するか

金子　修・教授 日本学術振興会 代表
萌芽
三日熱マラリア原虫の実用的in vitro培養系
の確立に向けた開発研究

金子　修・教授 日本学術振興会 代表
国際共同研究強化(B)
アフリカ型アルテミシニン耐性マラリアの耐
性機序の解明

金子　修・教授
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

代表
ベトナムにおける新興・再興感染症研究推進
プロジェクト

宮﨑幸子・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
熱帯熱マラリア原虫の蚊体内及びヒト肝細胞
内における脂質代謝機構の解明

宮﨑幸子・助教
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

分担
マラリア患者由来臨床サンプルを起点とした
熱帯熱マラリア原虫の病原性・蚊への伝播能
を決定するメカニズムの理解
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特 許

その他
 非常勤講師

 特筆すべき事項

金子　修・教授
株式会社ニコンソリューション
ズ（2020/10/1にニコンインス
テックから社名変更）

イメージングによる病原体の感染メカニズムの可視化と
理解

金子　修・教授 長崎大学熱帯医学研究所 分担
熱帯医学研究拠点一般共同研究
サルマラリア原虫Plasmodium knowlesiの新規
迅速診断システムの構築

金子　修・教授

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

長崎大学熱帯医学研究所 分担

熱帯医学研究拠点シーズ研究発掘
Evaluation of Antimalarial Drug 
Resistance Markers in Placental Malaria 
in Western Kenya

金子　修・教授 長崎大学熱帯医学研究所 分担
熱帯医学研究拠点一般共同研究
Biology and Pathogenesis of Plasmodiu 
knowlesi

金子　修・教授 長崎大学熱帯医学研究所 分担
熱帯医学研究拠点一般共同研究
亜熱帯植物・海洋生物等の天然資源由来の新
規抗マラリア活性成分の探索

宮﨑幸子・助教　第8回長崎大学　未来に羽ばたく女性研究者賞　優秀女性奨励賞受賞

金子　修・教授

不死化赤血球前駆細胞由来の血
球様細胞を用いたマラリア原虫
等の維持培養・感染評価に適し
た細胞の決定方法

2017年10月18日 2019年4月25日 WO2019078252A1

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

金子　修・教授 非常勤講師（寄生虫学） 大阪公立大学大学院医学研究科
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